NEW JAGUAR XJ

ジャガーラグジュアリーサルーンにおけるエンジニアリングの集大成

ジャガーの全世界での2001年の年間販売台数は初めて10万台を突破し、今年も大きな伸びが確実なものとなっています。このような著しい成長を背景に、ジャガーストーリーの新たなる一章がNew XJによって始まろうとしています。過去30年以上にわたり、XJはジャガーブランドの中心的な存在であるとともに、多くのオーナーや評論家にとってもジャガーサルーンの象徴でした。New XJは歴代のモデルが獲得してきた名声の原動力となる、根底的な優位性と価値を確実に受け継いでいます。

New XJ開発チームは、ジャガーがこれまでに採用してきた最先端のテクノロジーを駆使して、先進性とジャガーの伝統的価値を融合させた車を創り出しました。軽量アルミニウムのボディ構造の採用により、強度、堅牢性、そして動力性能は新たな水準に引き上られています。

ジャガーのフラッグシップサルーンとして期待されるすべての領域において、満足のいくパフォーマンスを提供することを目的にNew XJは開発は進行しました。その結果として、高い利便性を提供するテクノロジーと、ジャガーブランドの特徴である洗練されたスタイルと現代的な高級感を兼ね備えた、傑出した車を生み出しました。
エクステリアデザインとエンジニアリング
「New XJは真の厳粛性を備えたラグジュアリーカーです。そのプロポーション、スタンス、そして明確な運動性能は、極めて重要なジャガーのDNAが息づいていることを端的に示し、また、強い存在感を与えているのです。」

イアン・カラム  デザイン担当ディレクター

フルモデルチェンジしたNew XJのボディーとエクステリアを吟味すると、異質ではあるものの互いに強い関連性を有する二つの要素が際立っています。それはエクステリアスタイリングとボディー構造です。

ジャガーの新たなフラッグシップ・サルーンのデザインは力強い中にも落ち着きを感じさせ、このニューモデルがこれまでのXJの伝統を継承したエレガントでラグジュアリーな車であることを示しています。同時に、新しいボディー構造を可能にしたテクノロジーと先進的なテクニカルデザインの存在を忘れることはできません。全く独自のスタイルを有しているだけでなく、そのボディーの大部分はジャガーの歴史の中でも重要な位置を占める素材－アルミニウム－によって造られています。航空機で使用されている物と同様に、軽量で極めて強度の高い材料を用いることにより、New XJのボディーはあらゆる点において進化を遂げました。ボディーシェルは、スチール製の同じ構造体よりも約40％軽量になっています。この進化こそがパフォーマンスや燃費はもちろん、他の多くの点においてもニューXJがライバルを凌駕しえる大きな要因なのです。

もう一つの重要な点は、新開発のボディーは現行モデルよりも60％剛性が向上していることです。この飛躍的な進化の結果、更なるメリットがもたらされました。それは、動力性能、安全性、洗練性、そして耐久性などにおいて優れたパフォーマンスを実現することが可能となったことです。

「我々がNew XJに軽量アルミニウムのボディー構造を選択したのは、それが新しい試みだったからではなく、それを採用することで、お客様に現実的で且つ有意義なメリットを提供することが可能になるからです。」

デービッド・スコールズ   チーフ・プログラムエンジニア

ボディー構造全体にリベットを用いた接合技術を自動車業界で初めて採用しました。また、アルミニウムのプレス板、鋳造品、押し出し成型品の接合には、セルフピースリベットと航空宇宙産業で用いられているエポキシ接着剤を使用しています。その結果、高い強度、堅牢性、耐久性が実現しました。アルミニウム製のボディーは、基本的には、通常のモノコック構造ですが、部分的に鋳造品と押出し成型品を使うことで、ボディー構造の強化と全体的なパネル数の削減を実現しています。

ボディー構造体のパネルや鋳造品として用いられたアルミニウムに加え、アルミニウムと同等の強度を有しながら30％も軽いマグネシウムを使ったクロスビームが、計器盤とダッシュボードを支えています。また、軽量ステアリングコラムにはマグネシウムとアルミニウムとの合金が使用されています。マグネシウム合金はシートフレームにも採用されました。

しかし、この最先端のボディー構造は、ジャガーXJを数多の車の中から確実に際立たせる為に不可欠なスタイルをなくしては、何の意味も持ちません。官能的で洗練された新型サルーンは、あらゆる点においてXJの輝かしい伝統を忠実に再現しています。1968年に初代XJがデビューして以来、80万台以上のXJがこの世に送り出されていますが、それはジャガーがこれまでに製造した車の総台数の半数以上に相当します。

「全く新しいこの車は、評価を得ている伝統的な血統を守るスタイルとその根本的要素を取り入れながら、明らかにXJであると認知されなくてはなりませんでした。その一方で、独自のモダンな特性も併せて有することが必要でした。」

イアン・カラム  デザイン担当ディレクター

ジャガーのデザインチームは、New XJのプロポーションに微妙な変化を与えました。スペック的には従来のモデルよりも長く、高く、幅広くなった結果、キャビンスペースとラゲッジスペースにいっそうの余裕が生まれました。New XJのスタイリングは、その象徴的なデザインに徹底的にモダンな演出を与えた結晶なのです。

従来のモデルと比較して、New XJのドアはウエストラインをより高くし、ガラス面積の比率は縮小されています。また、わずかながらも全体的に“キャブ・フォワード”傾向が強まっており、４つのホイールは従来よりもコーナー寄りに位置しています。フロントオーバーハングは随分短縮され、フロントガラスの傾きは緩やかになりました。その結果、小さくなったボンネットにより、XJの特徴的な彫りの深いデザインが保持されています。

どのようなデザインの車であれ、ヘッドライトの形状はエクステリアの雰囲気を決定付ける重要な要素です。 New XJではヘッドライトをフロントエンド・スタイルをより特徴づける要素としてデザイン展開しました。今回から楕円形に変更されたヘッドライトは、新デザインの格子型のフロントグリル（XJRのグリルは異なるデザインを採用）を挟み、両側に2灯ずつレイアウトされたクラシカルな４灯式デザインになりましたが、これは1968年発売の初代XJ6からヒントを得たものです。

名高いXJ6のバッジがNew XJレンジで復活し、XJ8、XJR、New XJスーパーV8と共に登場することはより強烈な印象を与えるでしょう。
インテリアデザインとクラフトマンシップ
「New XJのインテリアは、真のクラフトマンシップ、ゆとりあるスペース感、そしてこれまで設計された中で私が最も快適であると信じているシートに縮約されます。それは温かさと豊かさでオーナーを迎え入れ、自分が特別な存在だと感じさせてくれます。」

イアン・カラム  デザイン担当ディレクター

ゆったりとした空間、クラフトマンシップ、人間工学的に基づく適応性、そして快適性。これらの言葉がNew XJのインテリアスペースをよく表現しています。ドライバーと乗員は、ジャガーから降りる時は乗り込んだ時より素敵な気分になるべきである、というイアン・カラムの信念に応えることを当初から念頭において設計されたNew XJのインテリアは、今日の厳しい目を持つ高級車オーナー達を満足させるために創り出された、現代的なラグジュアリーの極致と言えます。この車はまさに、乗るひとを温かさと豊かさを持って包み込む車なのです。

フロントシート或いはリアシートを問わず、全乗員のヘッドルーム、レッグルーム、ショルダールームの全てにおいてスペースの拡大が図られました。しかし、これはNew XJの魅力のごく一部にすぎません。ドライバー環境、即ち、ダッシュボード、シート、そしてスイッチ類は刷新され、ジャガーの人間工学は新たな水準に引き上げられました。しかし、それらは決して複雑にする事無く、自然でくつろいだインターフェイスが乗員と車両システム間に存在します。

「New XJを操作するのに、コンピュータの専門家である必要はありません。私どものお客様は、余計なテクノロジーやドライビング体験を阻害する不要な機能に強く反対する意向を示しています。これは、‘テクノロジーは常に顧客にとって意義のあるものとする’というジャガーの哲学にまさに当てはまります。」

                               デービッド・スコールズ　チーフ・プログラムエンジニア

すべてのジャガーサルーンにとって、快適性は最優先に考慮されるべき項目です。この点においても、XJは新たな基準に到達しました。例えば、シリーズの最上級モデルに装着されている電動フロントシートには、クッション（座面）の長さ調整を含む16段階の調整機能と4 段階ランバーサポートが備えられています。リアについても、固定式シートに満足できない場合は、電動調整可能なランバーサポート、背もたれ、ヘッドレスト付電動ベンチシートを選ぶことができます。（モデルおよび市場によって設定は異なります。）

電動ステアリングコラムに加え、調整可能なフットペダルも用意されており、ドライバーは容易にベストフィットのドライビングポジションを見つけることができます。

New XJにおけるもう一つの進歩はマルチメディア・エンターテインメントシステムで、オーディオ、ビデオ、ゲームのなかから最大3つまでの異なるソースを同時に選ぶことが可能です。フロントシートのヘッドレスト背面にはスクリーンが取り付けられており、TV番組を見たりTVゲームを楽しむことができます。また他の乗員の邪魔にならないように、ヘッドフォン機能も備わっています。例えば、ドライバーがラジオかCDを聴いていても、後部座席では、一人がゲームを楽しみ、もう一人がTVの映画かDVDを観ることもできるのです。

誰もが心から快適にくつろげるように、新しい4 ゾーン空調システムが用意されています。（モデルおよび市場によって設定は異なります。）このシステムは、運転席、助手席、およびリアシートの左右の乗員が、それぞれ好みの室温を設定することを可能にします。各乗員の快適性の向上の為、それぞれの上半身と足下に送風口が備わっています。

ジャガーでは、どのモデルにおいてもインテリアスタイルは大きな魅力の一つであり、他社の車と一線を画す要因となっていますが、XJのインテリアでは、とりわけ、このようなユニークな特質を余すところなく表現されています。クラシック・モデルの伝統的なバーウォールナット仕上げから、スポーティーモデルの温かみのあるチャコールのダッシュボードとグレイのバーズアイメープルの組み合わせまで、これまでもXJで好評を博していた様々なスタイルのインテリアは、New XJにおいても提供されます。全く新しい雰囲気を醸し出すのは、コンサートグランドピアノの深みある光沢からヒントを得た、鏡面仕上げのピアノ・ブラック・トリムです。ピアノ・ブラックはXJのセンターコンソール、およびJゲートの周囲に使用されており、それによって瞬時にジャガーは他の高級車とは異なる存在である事を印象付けています。

エンジンとトランスミッション

「モダンでパワフルな一連のエンジン、そして先進的で軽量な構造は、ドライバーにとって比類なき洗練性、動力性能、低燃費を約束するラグジュアリーサルーンには不可欠なレシピです。」

デービッド・スコールズ　チーフ・プログラムエンジニア

New XJには4タイプのエンジンが用意されます。大型エンジンにおけるジャガーの高い評価を支えるV8ユニットは伝説的な存在のエンジンです。そして、この誇るべき伝統は、レンジのトップモデルに搭載される2 種類の4.2リッターエンジンにしっかりと受け継がれています。400bhp（DIN）の巨大なパワーを生み出す4.2リッター・スーパーチャージドV8はXJRに搭載されています。また、その次に位置する、自然吸気4.2リッターV8でさえ、300bhp（DIN）を発生します。これらのエンジンの持つ高いポテンシャルは明らかで、それがニューXJの軽量ボディーと一体となった時、パフォーマンスは絶大なものとなります。

搭載される全てのエンジンの最高出力、性能、燃費、そして排出ガスなどの主要諸元は後日発表されますが、エンジンに関する記述は定評あるジャガー製4.2リッターV8ユニットだけにはとどまりません。新開発された3.5 リッターV8ユニットがデビューを飾ることになっており、均整のとれたNew XJこそ、260bhpのハイパワーが最大限に発揮されることでしょう。

さらに、XJシリーズに初めて採用されるもう一つのエンジンにより、かの有名なエンブレムを復活させます。あのXJ6が再び走り出すのです。最高出力240bhpの3.0リッターAJ-V6エンジンは、高級サルーンのフラッグシップモデルに期待されるパフォーマンスを提供しながらも、使い勝手の点で新たな境地を切り開きました。これは先進のボディーとシャシーデザインの賜物によるもので、車体重量も最小化されています。

4タイプのエンジンは、どれもが今年マイナーチェンジしたS-TYPEで初登場し,傑出した性能を誇る6速オートマチック・トランスミッションと組み合わされることによって、エンジンの持つポテンシャルがいっそう発揮されます。トランスミッションの分野では傑出した存在であるZF社によって設計された先進的なオートマチック・ギアボックスは、ジャガーの溌剌としたエンジンと完壁に調和しています。New XJにおいては、この組み合わせは非常に印象的なものとなっています。

ダイナミックアプローチ
「New XJはゆったりと洗練された乗り心地を提供する一方で、必要に応じて、溌剌としたハイレベルな運動性能を提供すべく開発されました。従来より車体が大きくなっているものの、ニューモデルは非常に正確な動きをするため、ドライバーの自信を深めてくれます。」

マイク・クロス  チーフエンジニア、ビークルインテグリティー担当

XJのアルミニウム製パネルやボディーの内側で、乗り心地と運動性能を新たな水準に引き上げた、新開発のサスペンションシステムが採用されています。新型S-TYPEに採用されたフロントおよびリアのサスペンション技術をさらに改良しただけでなく、一つの重要な機能も追加されています。それは、セルフ・レベリング・エアサスペンションで、XJの全グレードに標準装備されています。New XJに搭載されたエアサスペンションはジャガーでも初の試みとなるもので、アルミニウムを多用したダブルウィッシュボーン・システムを完璧に補完しています。エアサスペンションは、荷重に応じてサスペンションレートを大きくし、常に路面からの衝撃を最大限に吸収します。伝統的なコイルスプリングと比較すると、乗り心地と洗練性の点で大きなメリットを提供すると共に、エアシステムによって、荷重にかかわらず車高を一定に保つことが可能になります。これは軽量なXJボディの乗員数変化による車両総重量の増減に対処する上で重要な要素です。さらに、走行スピードが上がるにつれ、エアサスペンションは自動的に車高を下げるため、安定性と空力特性が向上します。

また、New XJでは、改良が施されたジャガーのコンピュータ・アクティブ・テクノロジー・サスペンション（CATS）がオプションで装備されます。このサスペンションシステムは、あらゆる状況下において動的性能とドライバー制御を最適化し、理想的な乗り心地と操作性をコンピュータによって実現するものです。エアサスペンションを制御するのと同じ電子制御ユニットが管理する完全自動システムであるCATSは、ドライバーの操作を一切必要とすることなく、路面状況に応じたダンパー設定を瞬時に行います。

トップレベルのドライバーテクノロジー
先進のアルミニウム製の構造体、スマートでスタイリッシュなフォルム、豪華でありながらも現代的なインテリア、そしてキビキビとした走りなどのXJに不可欠な資質は、多彩な最先端のコンピュータテクノロジーによって支えられており、ドライバーが真に運転を満喫できるよう設計されています。

エレクトロニック・パークブレーキは、新型S-TYPEで初めて登場しました。これは走り出すと自動的に解除されるパークブレーキシステムで、イグニッションキーを抜き取ると自動的に作動するという利便性の高い機能です。また、左右のフロントシート間のスペースもすっきりとなりました。しかし、New XJの真の独自性が発揮されるのは車が走行してからです。ブレーキシステムは、先進的な4チャネル・アンチロック機能を標準で装備している他、エマージェンシー・ブレーキ・アシスト（EBA）も備わっています。EBAは、緊急時に仮にドライバーのブレーキ量が不足している場合でも、それを感知し、必要な制動力を提供します。そして、トラクション・コントロールは、悪状況下や予期せぬ事態に遭遇した際に、ドライバーが車の制動をコントロールするのを補助します。New XJでは、この機能はダイナミック・スタビリティー・コントロール(DSC)としてより強化された物となっています。DSCは、車の挙動がグリップ力の限界に近づいたと感知した時に、制御可能な状態に戻すべくブレーキを自動的に作動させるという、安全性を重視したシステムです。New XJに搭載されている最新版のDSCシステムは、オーバーステア、アンダーステアの両方を感知し作動するという点で、従来のシステムから大幅な進化を遂げています。トラクシション・コントロールとDSCは、作動しないようにスイッチを切ることもできます。

よりゆったりとした気分でドライバーが運転したい場合は、アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）を使い、任意の一定速度で走行するように設定することができます。このシステムは、車の速度をコントロールしながら、前方を走る車と安全な車間距離を保ちつつ、設定された速度で走行します。しかし、もし安全な車間距離がとれない場合は、クルーズ機能は自動的にキャンセルされます。このACCシステムには、前方警告機能が備わっており、仮にクルーズ・コントロールを使っていない場合でも、警告音を発し、ドライバーの操作が必要であることを知らせるように設定することが可能です。

パッシブセーフティー機能も同様に充実しています。衝突エネルギーを吸収する先進のボディー構造、およびA.R.T.S.安全システムは、世界でもっとも厳しい安全基準をクリアしています。

最適な乗員保護を実現するため、ジャガーの定評あるアドバンスト・レストレイント・テクノロジー・システム（A.R.T.S.）が、衝突の強さ、ドライバーの位置、シートベルトの使用状況を感知し、状況に応じ作動してくれます。乗員感知システムは、超音波技術をシート重量センサーと組み合せたもので、助手席の乗員の有無、座っている位置、重量を感知します。A.R.T.S.はこの情報を基に、正面衝突の際、エアバッグを乗員の状況に応じ最適な速度で作動させます。この機能に加え、側面衝突の際には、標準装備の胸部側面エアバッグと、天井から床まで広がるサイドカーテンエアバッグが作動します。

フルモデルチェンジしたジャガーXJは、9月26日、パリ国際モーターショーにておいてデビューを飾ります。来年春以降、各市場にて順次発売開始となります。主要諸元ならびに価格は発売時期が近づいた時点で発表されます。

New JAGUAR XJ 

一覧

JAGUAR XJ歴史の軌跡

・
New XJシリーズはXJのエンブレムを冠する７代目です。

・
1968年に初代が発表されて以来、XJの累計生産台数は優に80万台を突破しています。この数字は、これまでの 全ジャガー車の累計生産台数の５割を超えています。

・
最初にXJの名を冠することになったモデルは、元来はジャガー社内のプロジェクト番号である「XJ４」と呼ばれていました。このXJは“eXperimental Jaguar”の略です。数字の「4」には特別な意味はありません。

・
このプロジェクトの背景にあった当初の戦略は、E-TYPEに代わる４シーターのGTモデルの開発でした。これはジャガーにとって重要なアメリカ市場で、他社がその種のモデルをすでに投入していたことに対応するためでした。

・
それまでと同様に、サー・ウィリアム・ライオンズがスタイリング開発を指揮しました。当初の案ではフロントエンドおよびリアエンドはE-TYPEとかなり類似したもので、ドアも２つだけでした。その後、プロジェクトが新しいサルーンモデルの開発に力点を移行したことに伴い、リアドアが追加され、フロントエンドとリアエンドが切り落とされたデザインとなったのです。お馴染のXJのスタイリングの誕生です。

・
1968年の発表当時、XJ6はすでに定評のあった4.2 リッター直列6気筒XKエンジン、または新開発の2.8リッターエンジンを搭載していました。「XJ6」という名称は、単にその車が6気筒エンジンを積んでいたことから選ばれました。

・
XJ6は1968年9月27日に発表されました。サー・ウィリアム・ライオンズ自身が広告に登場し、ジャガー史上最も優れたサルーンカーであると宣言しました。

・
ベーシックな2.8リッターモデルはわずか1800ポンドの価格で、4.2リッターATモデルでさえ2400ポンドでした。4.2リッター・マニュアルモデルは最高速度124mph（約200km/h）を誇り、0-60mphがわずか9秒という、現在でも見劣りしない加速性能をもっていました。

・
1971年にE-TYPEシリーズⅢでデビューを飾った5.3リッターV12エンジンが、翌年の7月にXJに搭載されて発表されました。これがXJ12の誕生です。当時、12気筒エンジンを搭載したサルーンカーは、世界でもXJ12とデイムラー・ダブルシックスだけでした。最高速度147mph（約235km/h）のXJ12は、たちまち「世界最速のサルーンカー」の称号を獲得しました。

・
1972年9月、ホイールベースが4インチ（102mm）拡大された、XJ初のロングホイールベースモデルが登場しました。

・
1973年、モデルチェンジしたXJシリーズⅡが発表されました。側面からの衝撃からキャビンを保護するサイドインパクトビームや、光ファイバーによるギア切り替えのイルミネーション表示などの革新的な技術を採用し、当時としては多くの点で時代の最先端を行く車でした。1975年には、3.4 リッターモデルがシリーズⅡの仲間入りをしました。

・
3代目XJのデザインは、イタリアの有名企業ピニンファリーナに委託されました。1979年3月に登場したシリーズⅢは、それまでよりもはるかに優美なスタイリングを有したモデルで、ジャガーの社史の中でも極めて困難で重要な時期にジャガーの伝統を担いました。

・
XJの基本的なデザインが10年以上の年月を経過したため、ジャガーでは80年代初頭までに「XJ40」というコードネームの開発プロジェクトを進めていました。これは1985年に没したウィリアム・ライオン卿の影響の下に造られた最後のジャガーとなりました。4代目にあたる新型XJが発表されたのは、その翌年の1986年10月のことでした。

・
XJ40は従来のジャガー車よりも角張ったスタイリングで、多くのバージョンが大型の角形ヘッドライトと正方形のリアライトを装着していました。また、XJ40はリアピラーに三角窓をもった最初のジャガー車で、6ライトスタイルの先駆けとなりました。

・
トランスミッション技術は目覚ましく進歩しており、XJ40の購入者はゲトラク製5速マニュアル（初登場はXJ-Sクーペ）、あるいは新開発のJ-ゲートと呼ばれるセレクトレバーと組み合わせたZF製4速オートマチックのいずれかを選ぶことができました。

・
4代目XJは瞬く間に成功を収め、1987年には2つ目の生産ラインが稼働を開始しました。1988年には、XJの生産台数は年間41,000台という記録的な数字にまで増加しました。

・
1990年代初頭にはXJの次世代モデルの開発が始まっていました。1989年にジャガーを傘下に収めたフォードからの、2億ポンドの資本を投下したものです。その努力はXJ40をフルモデルチェンジした「X300」として実を結び、1994年に発表されました。

・
発表当時、X300には3.2リッターあるいは4.0 リッターの6気筒エンジン、もしくは6.0 リッターV12エンジンが選択肢として用意されました。しかし、とりわけ印象的だったのは、XJRに搭載された、新開発の4.0リッター・スーパーチャージャー・バージョンでした。最高速度155mph（約250km/h）に達するXJRは、12気筒エンジン搭載車に退けを取らない速さで、しかも、その加速性能はより目を見張るものでした。

・
1997年、6気筒および12気筒エンジンの生産が中止され、前年にXK8スポーツカーに初めて搭載された新型V8エンジンに道を譲りました。6代目XJの登場です。

・
3.2リッター、4.0リッター、および4.0リッター・スーパーチャージドエンジンの3タイプがラインナップされた新型AJ-V8エンジンの登場により、有名なXJ6およびXJ12が遂に引退することとなりました。そして再び、XJ6は現在、復活への道を歩んでいます。

・
パリ国際モーターショーでAll-New XJサルーンを披露することで、多くの人々にとってジャガーの決定版である、この車の物語の新しい1章をスタートします。その日—2002年9月26日は、初代XJ6が発表されてから34周年記念日の前日にあたります。
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